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要     旨 

 【緒言】ヒト褐色脂肪組織（brown adipose tissue：BAT）はエネルギー基質を用いて体温恒常性維

持などの重要な生理機能を担う。この褐色脂肪組織は、放射性同位体ブドウ糖アナログ（18F-FDG）を

用いた核医学的画像診断学的手法（positron-emission tomography and computed tomography: 

PET-CT）で、主に胸部（鎖骨下動脈周囲及び／または後縦隔）及び頸部（内頸動脈周囲など）におい

てブドウ糖高利用領域として検出される。特に鎖骨下動脈周囲の褐色脂肪組織等の検出頻度には、性別、

年齢、外気温、体格、交感神経活動および生理活性物質などの深い関与が指摘されている。一方で、後

縦隔領域の褐色脂肪組織でもブドウ糖高利用領域が検出されるが、その検出頻度、検出条件、解剖学的

構造、免疫組織化学的特性について不明な点が多い。今回、その後縦隔褐色脂肪組織の糖利用能調節因

子および解剖学的特性について解析した。                                            

 【研究対象及び方法】対象として、PET-CT 検査を受けた日本人健常成人 1550 名のうち褐色脂肪組

織が検出された 56 名について、性別、年齢、体格、検査時平均外気温などの褐色脂肪組織検出頻度、
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出条件とその領域に及ばす影響について解析した。褐色脂肪組織の血管と神経支配を調べるために系統

解剖献体 8 名を用いた。病理解剖 78 検体の傍胸部大動脈領域の組織を固定、包埋、薄切後、脱共役タ

ンパク質 1(UCP1)、チロシン水酸化酵素（TH）および小胞アセチルコリン輸送体（VAchT）への抗体

を用いた免疫組織化学的解析を行った。更に UCP1 陽性細胞に対し細胞質内画像解析を行い、多房性

（multilocular）、少房性（paucilocular）および空房性（unilocular）の褐色脂肪組織細胞特性規定因

子を検討し、後縦隔領域褐色脂肪組織の機能と構造特性の連関について検討した。                                             

 【結果】PET-CT による胸郭褐色脂肪組織検出頻度を、女性、低年齢、低平均外気温がそれぞれ独立

して有意に高かった。これらの各領域褐色脂肪組織機能を活性化する因子は、鎖骨下動脈周囲領域が性

別、年齢、外気温であるのに対し、傍胸部大動脈領域は年齢および外気温であり、傍胸部大動脈領域が

両性における褐色脂肪組織の基本活動領域である可能性が示唆された。系統解剖献体の褐色脂肪組織は、

支配動静脈／自律神経を有し被覆された充実性軟部組織として胸部大動脈周囲に存在した。病理解剖献

体では、加齢に伴い男女ともに褐色脂肪組織細胞内への空胞領域増加と UCP1 陽性領域の減少が有意に

認められ、更に、PET-CT 高糖利用能が有意に減少することが、それぞれ示唆された。                                             

 【考察】傍胸部大動脈周囲領域褐色脂肪組織は体温恒常性維持機構の重要な作動器官の一つであり、

加齢による細胞質内脂肪蓄積と UCP1 タンパク質発現の程度が褐色脂肪組織糖利用能を制御する可能

性が示唆された。                                             

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                                         

                                              

                                              

                                              

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   






